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令和４年度 幼児期からの運動習慣形成推進事業
（スポーツ庁委託：幼児期からの運動習慣形成プロジェクト）



１．事業の趣旨・目的

【事業内容】

① 運動遊びの重要性に関する普及

② 運動遊びを経験できる環境の充実

③ 連携会議の開催

④ 電子媒体（動画）を活用した周知

２．事業の実施体制

　 【組織相関図】

令和４年度 幼児期からの運動習慣形成推進事業
（スポーツ庁委託：幼児期からの運動習慣形成プロジェクト）

が提供でき、「運動遊び」の普及・啓発を推進できると考え、以下の４つの取組を実施することした。

でも全国と同様の傾向が見られることから、未就学期において「運動遊び」の普及・啓発と、運動遊び

を体験できる環境づくりに努め、運動習慣の形成を図ることとした。

　そこで本事業では、スポーツ主管課であるスポーツ振興課と、県教育委員会保健体育課、拠点自治体

（令和４年度は小矢部市）及び関連団体が連携し、拠点自治体で｢幼児期の運動習慣形成モデル事業｣を

実施することにより、持続可能で効果的な運動習慣形成の環境整備につなげたいと考えた。

　加えて、電子媒体（動画）やＩＣＴを有効活用することにり、「いつでも」「どこでも」学べる機会

　令和３年度全国体力・運動能力等調査結果から、児童生徒の大幅な体力低下が指摘されており、その

原因として「運動時間の減少」「スクリーンタイムの増加」「肥満の増加」等が挙げられている。本県

インターネット

（県公式Youtube等）

富山県生活環境文化部 スポーツ振興課

・地域スポーツの推進、調整

・総合型地域スポーツクラブへの指導

・スポーツ庁への申請等

富山県教育委員会 保健体育課

・指導者向けの講習会
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【富山県生活環境文化部スポーツ振興課】

【富山県教育委員会保健体育課】

【小矢部市教育委員会】

【ＮＰＯ法人おやべスポーツクラブ】

【富山県児童生徒体力向上推進委員会】

【富山県教育委員会 派遣社会教育主事（スポーツ担当）班】

氏名

林　　伸恭

片岡　英史

氏名 役職等

学校体育係　指導主事

学校体育係　主幹・係長

役職等

生涯スポーツ係　主任

生涯スポーツ係　主幹・係長

役職等

坪内　利佳

沼田　秀樹

氏名

武内　勇一

大沼　誠一

氏名

大谷　　学

山谷　大有

サブマネージャー

クラブマネージャー

役職等

文化スポーツ課　主任

文化スポーツ課　課長

役職等

氏名

富山県教育委員会　小中学校課　指導主事

西部教育事務所　指導主事

東部教育事務所　指導主事

富山県高等学校体育保健学会　委員

富山県高等学校体育連盟　副理事長

山内　重孝

魚津市教育委員会　生涯学習・スポーツ課

小山　千春 氷見市教育委員会　スポーツ振興課

金森　淳史 滑川市教育委員会　スポーツ課

高岡市教育委員会　生涯学習・スポーツ課

富山市市民生活部　スポーツ健康課

保健体育課長（派遣スポーツ主事班長）

谷内　亮太

氏名 役職等

宮﨑　光宏

大島　一恵

荒木　恒治 射水市教育委員会　生涯学習・スポーツ課

富山県保育連絡協議会　会長

富山県国公立幼稚園・こども園長会　事務局　総務

富山県私立幼稚園・認定こども園協会　会長

富山大学教養教育院　教授、学長補佐

富山大学人間発達科学部　名誉教授

中﨑　章子

大菱池 仁子

永原 みどり

川原 有美子

宮﨑　光宏

澁谷　龍宏

富山県中学校体育連盟　研究部　委員長

植野　昌弘

栁瀬　　明

石黒　公一

南波　ゆり

山本　瑞紀

小島　伸也

松尾　明美

鳥海　清司

堀田　朋基

富山県中学校教育研究会　常任理事

砺波市教育委員会　生涯学習・スポーツ課　主任

富山市市民生活部　スポーツ健康課スポーツ係　主査

上野 浩一郎

廣瀬　翔平

富山県小学校教育研究会　体育科部会　副部長

富山県ＰＴＡ連合会　副会長

富山県国公立幼稚園・こども園ＰＴＡ連絡協議会　理事

富山県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会　副会長

畠山　　遵



【富山県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会】※連絡協議会への出席

３．事業の内容

① 運動遊びの重要性に関する普及

【指導者講習会】

大谷こども園R4.12.6

R4.12.15 13

23

上田　智志
富山県生活環境文化部スポーツ振興課
生涯スポーツ係　主任

原田　大樹 黒部市教育委員会　スポーツ課

川原 有美子 砺波市教育委員会　生涯学習・スポーツ課

富山大学
講師 澤 聡美

期日

蟹谷こども園

会場 参加者講師

富山福祉短期大学
教授 小川 耕平

指導者研修会①

指導者研修会②

名称

参加者が園児役になり、子どもの気持ちを考え体験しながら学びを深める機会となった。

ハウやネットワークを活用して、効果的な講習内容となるよう協議した。

　拠点自治体（小矢部市）において、保護者及び先生等を対象とした子供の運動遊びの重要性に関

する講習会や親子教室を実施することで、普段から幼児や児童に関わる機会の多い大人の行動変容

につながり、子供たちの運動遊びの機会や運動時間の増加を図った。

　講習会の講師選定や、講習会の内容等については、県教育委員会保健体育課と小矢部市教育委員

会で協議して決定した。保健体育課は県内教職員の実技研修会や運動部活動指導者研修会を、小矢

部市は大学講師を招いた幼稚園教諭、小学校教員対象の研修を開催していることから、双方のノウ

　市内の保育士・保育教諭等を対象に２回の指導者研修会を開催した。「幼児期における運動遊び

の重要性と指導の要点について」という主題のもと、講義及び実技の研修を実施し、実技研修では、

氏名 役職等

伊東　篤志 入善町教育委員会　事務局　生涯学習･スポーツ係

鈴木　大地 朝日町教育委員会　事務局　スポーツ係

武内　勇一 小矢部市教育委員会　文化スポーツ課

西田　　誠 南砺市教育委員会　教育部　生涯学習スポーツ課

島田　翔平 舟橋村教育委員会　社会教育係

毛呂 伸二郎 上市町教育委員会　事務局　生涯スポーツ班

和田　匡史 立山町教育委員会　教育課文化体育係

小矢部市教育委員会

大学講師を招いた研修会の

開催実績（ノウハウ・ネット

ワーク）

県教育委員会 保健体育課

教職員の実技研修会などの

開催実績（ノウハウ・ネット

ワーク）

運動遊びの重要性に関する講習会や体験教室

拠点自治体（小矢部市）で開催

連携・開催



【親子運動遊び教室、保護者向け研修】

② 運動遊びを経験できる環境の充実

【ヘキサスロン教室inおやべ】

　拠点自治体（小矢部市）において、スポーツを推進する文化スポーツ課、学校教育を所管する教

育総務課、保育所・こども園を所管するこども課、総合型地域スポーツクラブであるＮＰＯ法人お

やべスポーツクラブが連携し、継続的に運動に取り組むことができる体制整備を図った。

誰もが継続的に運動に親しめる環境を充実させた。

　また、文部科学省「日本型教育の海外展開推進事業」公認プロジェクトである「ヘキサスロン」

を活用したスポーツイベントや、幼児や親子等を対象とした各種教室を定期的に開催することで、

　クロスランドおやべを会場として４歳児から小学３年を対象に「ヘキサスロン教室inおやべ」を

開催した。ミニハードルやエアロケットなどの道具を使い、遊び感覚で楽しそうに体を動かす子ど

もたちの姿が見られた。また、おやべスポーツクラブのパンフレットを配布し、クラブの活動につ

いて広報する場としても活用した。

名称 期日 会場 講師 参加者

ヘキサスロン教室
inおやべ

R4.11.12 クロスランドおやべ
ミズノスポーツ

サービス株式会社
42

保護者向け研修
富山福祉短期大学
教授 小川 耕平

親子運動遊び教室 蟹谷こども園
富山大学

講師 澤 聡美

文化スポーツセンター

R5.1.18

R5.1.22

40

12

保護者向け研修を実施した。保護者が運動遊びの重要性や子どもとの関わり方・遊び方を楽しく体

を動かしながら学ぶことができた。

名称 期日 会場 講師 参加者

名称 期日 会場 講師 参加者

プレイリーダー
講習会

R5.2.11 小矢部市民交流プラザ
ミズノスポーツ

サービス株式会社
14

　こども園を会場に、学習参観日を活用した親子運動遊び教室と、運動教室に参加している幼児の

児期の遊びの大切さや子どもの意欲の引き出し方、関わり方、見守り方などプレイリーダーとして

必要な知識や考え方、技術を学ぶ場となった。

　保育教諭、小学校教諭、スポーツ推進委員、学生を対象にプレイリーダー講習会を開催した。幼



【運動教室】

③ 連携会議の開催

④ 電子媒体（動画）を活用した周知

　運動遊びを啓発するイベントや、保護者及び先生等を対象とした研修会及び体験教室の様子を撮

影及び編集し、県公式Youtube等でアーカイブ配信した。参加者が学んだり体験したりした内容を振

り返ることが可能となるため、研修会受講後の取り組みの一助となり、一層の普及・啓発を図った。

　また、研修会に参加できなかった指導者、が今後「いつでも」「どこでも」視聴が可能となるの

で、動画を継続的に周知していくことで、実施回数以上の研修効果が今後期待できる。

エンジョイ
ホッケーパーク

R4.12～R5.3 延べ213

親子運動教室 R5.1

　幼児対象の「ちびっ子運動遊び教室」や親子を対象とした運動教室、障害児を対象とした運動教

室や小矢部市のわが街のスポーツであるホッケー（ユニホック）教室等を開催し、多くの子ども達

が継続的に運動に親しむことができた。

名称 期間 参加者回数概要

ちびっこ運動遊び教室 R4.11～R5.3

延べ69

延べ111

障害児運動教室 R4.11～R5.3 延べ82

9

6

3

7
遊びを通じて様々な運動を経験する
対象：４～５歳児

親子で運動する楽しさを味わう
対象：３～５歳児（親子）

体を動かすこと心地よさを味わう
対象：障害児（親子）

運動することの楽しさを味わう
対象：４歳児～小２

沼田　秀樹（NPO法人おやべスポーツクラブ）

澤　聡美（富山大学）

小川　耕平（富山福祉短期大学）

武内　勇一（小矢部市教育委員会文化スポーツ課）

大谷　学（富山県教育委員会保健体育課）

林　伸恭（富山県生活環境文化部スポーツ振興課）

連携会議

第１回
R4.11.8
富山大学

第２回
R5.2.24
富山大学

　第１回連携会議では、本事業の概要及び方向性について共有・検討し、第２回連携会議では実践

の振り返りや今後に向けての検討を行った。本事業について多角的に考え、方向性や意見を共有す

ることができ、今後の連携を円滑に進めていくことにつながった。

名称
期日
会場

出席者（所属）



指導者研修会①

https://youtu.be/6XxsI-XSvVc

保護者向け研修

https://youtu.be/71s88B9PUUE

指導者研修会②

https://youtu.be/RTlN5brX4Vg

親子運動遊び教室

https://youtu.be/gGfsZm31Pug

公開URL

ヘキサスロン教室
Inおやべ

https://youtu.be/tx2ICPs93Hc

https://youtu.be/6XxsI-XSvVc
https://youtu.be/71s88B9PUUE
https://youtu.be/RTlN5brX4Vg
https://youtu.be/gGfsZm31Pug
https://youtu.be/tx2ICPs93Hc


４．事業の結果および検証

【アンケート項目】

・参加者（子ども）の年齢について ・回答者（大人）の続柄（母親、父親、教員など）

・学生時代の部活動所属（大人）について ・内容の満足度について（研修会、運動遊び教室）

・受講後の活用度について（研修会） ・次回の受講について（研修会、教室）

【参加者（子ども）の年齢について】 【回答者（大人）の続柄について】

【学生時代の部活動所属（大人）について】 【内容の満足度について（研修会）】

【研修会受講後の生活に活用したいか】 【同様の研修会に次回も参加したいか】

など）が見られた割合を事業効果の指標とする。

　参加者を対象としたアンケートを実施し、ポジティブな行動変容（運動遊びの機会や時間の増加

57%
25%

7%

8% 3%

母親 保育士、教員
父親 祖母
その他

74%

26%

運動部に所属していた

運動部に所属していない

65%

35%

とても満足 満足

75%

25%

とても思う 思う

65%

25%

10%

とても思う 思う やや思う

12%

23%

27%

38%

小学2年 小学1年

年長：5歳児クラス 年中以下：4歳児以下



【内容の満足度について（運動遊び教室）】 【同様の教室に次回も参加したいか】

【自由記述：研修会・保護者向け研修】

【自由記述：運動遊び教室】

５．事業の成果と課題

【事業の成果】

【事業の課題】

・子どもに縄跳びをどのように教えようか迷っていたので、今回の研修はとても参考になった。定

期的にこういった学びの機会があるといい。

・普段、運動があまり好きではない子ですが、いきいきと楽しんでいる様子でした。子どもが「お

もしろかった！」とニコニコしながら言っていて、親も嬉しい気持ちになった。

・子供は外遊びが好きなのですが、一緒に遊ぶ親が時間がとれない。短時間で遊べる運動が知りた

い。また、楽しく体を動かすイベントなども知りたい。

・普段の保育所や家で出来ない運動が数多くできて、子どももとても楽しそうだった。また開催す

ることがあれば、是非参加したい。

・低年齢での参加でしたが、年齢別に活動が分かれていて無理なく参加できていた。“投げる”動

作は日常にはないので、これからは意識して遊びに取り入れたい。

・日常生活において、取り入れやすい遊びを数多く体験できたので、家庭でも参考にして少しずつ

でも取り入れていこうと思った。

・今日はこども園で保育参観という形で運動教室を開いてもらえたので、親子で一緒に体を動かす

ことができたし、親も学びながら楽しめてとても助かった。

・兄弟がいると、普段はどうしても一方を優先することが多くなるので、兄弟と一緒に参加できた

のでとてもよかった。このような機会がもっとあったらいいなと思う。

・参加者に友達が一人もいなかったので、子どもは緊張していたが、親子の活動が中心だったので、

すぐに緊張が和らいだ。未就学児の教室の場合は、親子参加がありがたい。

・連携会議の開催により、共通する課題の共有や、相互理解が深まり、充実した協議となった。

・保護者や保育士等を対象とした研修会等の開催は、内容の満足度も高く、研修受講後の大人の行

動変容にも効果的であった。

　・会場を子ども園にしたり、保育参観と一緒にするなどの工夫により参加しやすくなった。

・親子での活動により、子どもは緊張感も和らぎ、活動をより充実させることができた。

・映像資料の活用は、現場からの要望も多く、今後の効果的な利活用が期待できる。

・事業の実施期間が短かったため、年度当初に計画していたが、計画通りにできなかった部分があり、

78%

22%

とても満足 満足

72%

22%

6%

とても思う 思う やや思う



６．今後の継続的な取り組みについて

　以上のことについて実践できるよう、次年度に向けた準備を着実に進めていきたい。

評で、県及び拠点地域においては、次年度以降もブラッシュアップをしながら本事業を継続させて

いきたいと考えている。そのため以下の４点に注力して、事業を継続していきたい。

①保護者と児童が一緒になって身体を動かすことのできる親子教室の充実

②「いつでも」「どこでも」参加できるよう電子媒体を活用した研修等の推進

③連携会議の定期開催により、より受講者のニーズに沿った事業改善の推進

①新規拠点地域を東西２拠点とし、事業効果を波及

②継続拠点地域の小矢部市では、段階的に受益者負担を取り入れた計画の立案

を徐々に増やしていき、将来的に持続可能な事業へと切り替えていくことが重要と考える。

　そのため、拠点地域の選定については、以下２点について考慮したい。

　また、今年度の成果を県内に広く波及させていくためにも、県内の関連会議や委員会等で積極的

に事業報告をし、動画等の電子媒体での周知を推進していきたい。加えて、このスポーツ庁の委託

事業の受託が終了しても、同様の事業内容が継続できるよう、指導者の育成と併せて、受益者負担

④研修や教室の内容に、スポーツ庁が実施する「幼児期からの運動習慣形成プロジェクト（保護

者等の運動遊びに関する行動変容調査）」の調査結果を有効活用していく

・参加費や保険料など、受益者負担による持続的な運営についての検討が必要。

成果も限定的な部分があった。

動が難しい児童（特に低年齢児）もいたため、個別の対応が必要となった。

　本事業は、約５ヶ月という短期間ではあったが、開催した研修会や運動遊び教室は、いずれも好

・親子教室で、親子別々の活動（親は研修、子は運動遊び）を取り入れたが、親と離れて一人の活

・映像資料の作成は、費用や作業等の負担が大きい。



令和 4 年度「幼児期からの運動習慣形成プロジェクト」
シンポジウム発表資料



1

富山県

令和4年度 幼児期からの運動習慣形成プロジェクト 全国シンポジウム

幼児期からの運動遊び普及事業 取組結果

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

事業の趣旨・目的

○ 児童生徒の大幅な体力低下

↓

○ 「運動遊び」の普及・啓発、体験できる環境づくり

↓

○ 持続可能で効果的な運動習慣形成の環境整備

「幼児期の運動習慣形成モデル事業｣
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

事業の内容

① 県、市町村、関連団体との連携

② 運動遊びの重要性に関する普及（小矢部市）

③ 運動遊びを経験できる環境の充実（小矢部市）

④ 電子媒体（動画）を活用した周知

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

① 組織図（関連団体との連携）

富山県生活環境文化部
スポーツ振興課 富山県教育委員会

保健体育課

富山県総合型
スポーツクラブ
連絡協議会

おやべ
スポーツクラブ

【幼児期の運動習慣形成モデル事業】
拠点：小矢部市

富山県体力向上推進委員会

派遣社会教育主事（スポʷツ担当）会議

市町村
（小矢部市以外）

連携 意見交換・情報共有
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

②運動遊びの重要性に関する普及

【研修会等の開催】

○指導者研修会（大谷こども園）

○指導者研修会（蟹谷こども園）

○親子運動教室（小矢部市文化スポ－ツセンター）

○保護者向け研修会（蟹谷こども園）

○プレイリーダー講習会（小矢部市民交流プラザ）

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

③運動遊びを経験できる環境の充実

【教室の開催】

○ヘキサスロン教室（ミズノ）開催

○ちびっ子運動あそび教室:７回

○親子運動あそび教室:３回

○障害児運動教室:６回

○エンジョイホッケーパーク:９回
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

④電子媒体を活用した周知

【作成した動画】

○ヘキサスロン教室（ミズノ）開催

○指導者研修会（大谷こども園）

○指導者研修会（蟹谷こども園）

○親子運動教室（小矢部市文化スポ－ツセンター）

○保護者向け研修会（蟹谷こども園）

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

アンケート結果（研修会等）

65%

35%

とても満足 満足

75%

25%

とても思う 思う

65%

25%

10%

とても思う 思う やや思う

【プログラム内容】 【今後の活用度】 【次回の参加意欲】
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

アンケート結果（教室等）

【プログラム内容】 【次回の参加意欲】

72%

22%

6%

とても思う 思う やや思う

78%

22%

とても満足 満足

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

アンケート結果（記述:研修会等）

• 縄跳びをどのように教えようか迷っていたのでとても参考になった。定期的に学

びの機会があるといい。

• 日常生活において、取り入れやすい遊びを数多く体験し、家庭でも参考にして

取り入れていこうと思った。

• こども園で保育参観という形で運動教室を開いてもらえたので、親子で一緒に

体を動かせるし、親も学びながら楽しめてとても助かった。

• 兄弟がいると、普段はどうしても一方を優先することが多くなるので、兄弟と一

緒に参加できたのでとてもよかった。このような機会がもっとあったらいいなっと思

います。
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

アンケート結果（記述:教室等）

• 普段、運動があまり好きではない子ですが、いきいきと楽しんでいる様子でし

た!子どもが「おもしろかった!」とニコニコと言っていて嬉しい気持ちになった。

• 普段の保育所や家で出来ない運動ができて、とても楽しかった!また開催する

ことがあれば、是非参加したい。

• 低年齢での参加でしたが、年齢別に活動が分かれていて無理なく参加できて

いた。“投げる”動作は日常にはないので、これからは意識して遊びに取り入れ

たい。

• 子供は外遊びが好きなのですが、親が時間がとれない。短時間で遊べる運動

が知りたい。また、楽しく体を動かすイベントなども知りたい。

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

事業の成果

• 連携会議の開催により、共通する課題の共有や、相互理解が

深まり、充実した協議となった。

• 保護者や保育士等を対象とした研修会等の開催は大人の行

動変容に効果的で、園を会場にすることで、参加しやすくなった。

• 親と一緒に活動することで、子どもは緊張感も和らぎ、活動をより

充実させることができた。

• 映像資料の活用は、現場からの要望も多く、効果的な利活用

や周知を進めたい。
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富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

事業の課題

• 実施期間が短かったため、年度当初に計画していたが、できな

かった部分があり、成果も限定的な部分があった。

• 親子教室で、親子別々の活動を取り入れることが難しい（特に

低年齢児）場面があった。

• 映像資料の作成は、費用や作業等の負担が大きい。

• 参加費や保険料など、受益者負担による持続的な運営につい

ての検討が必要。

富山県 幼児期からの運動遊び普及事業

次年度へ向けて

• 関連団体との連携会議の継続実施

• 各研修会や教室等のブラッシュアップ

• 親子による活動の充実

• 映像資料（電子媒体）の積極的な活用

• 県全体への波及方法の検討



各種資料
（チラシ・要項等）



















富山県教育委員会
保健体育課

富山県生活環境文化部
スポーツ振興課


